
１
．
は
じ
め
に

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
１
都
10

県
の
国
有
林
約
１
１
９
万
ha
を
管
理

し
て
お
り
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営

を
一
層
推
進
す
る
中
で
、
林
業
の
成

長
産
業
化
へ
の
貢
献
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

こ
う
し
た
広
い
国
有
林
を
適
切
に

管
理
経
営
し
て
く
た
め
に
は
、
そ
の

前
提
条
件
と
し
て
、
森
林
の
蓄
積
量
、

地
形
情
報
、
境
界
情
報
、
民
有
林
の

所
有
者
情
報
等
、
多
種
多
様
な
森
林

情
報
を
適
確
か
つ
効
率
的
に
把
握
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

２
．
国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て

国
有
林
野
事
業
で
は
、
様
々
な
森

林
情
報
を
把
握
す
る
た
め
、
国
有
林

地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
国
有
林
Ｇ
Ｉ

Ｓ
）
を
活
用
し
、
効
率
的
な
業
務
運

営
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
は
、
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
（G

eo
graphic

Info
rm

atio
n
S
yste

m

）
の
略
称
で
、
こ
れ
ま
で
個
別
に
管

理
さ
れ
て
い
た
森
林
基
本
図
や
森
林

簿
と
い
っ
た
様
々
な
情
報
を
デ
ジ
タ

ル
処
理
し
て
一
元
管
理
す
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
地
理
的
位
置
を
手
が
か

り
に
視
覚
的
に
表
示
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
度
な
分
析
や
迅
速
な
判
断
を

可
能
に
す
る
技
術
で
す
。

身
近
な
も
の
で
は
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
や
携
帯
電
話
の
位

置
情
報
な
ど
に
も
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
技
術
が

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
は
、
国
有
林
の

境
界
線
や
施
業
の
基
本
単
位
で
あ
る

林
班
及
び
小
班
な
ど
で
区
分
し
た
地

図
情
報
と
、
森
林
調
査
簿
（
林
小
班

ご
と
の
所
在
市
町
村
、
国
有
林
名
、

構
成
樹
種
、
林
齢
等
が
記
載
さ
れ
た

簿
冊
）
や
伐
採
樹
種
別
簿
（
５
年
ご

と
に
策
定
す
る
国
有
林
や
施
業
実
施

計
画
に
お
い
て
伐
採
を
予
定
す
る
林

小
班
の
樹
種
割
合
や
林
齢
、
予
定
し

て
い
る
伐
採
方
法
等
を
記
載
し
た
簿

冊
）
等
の
属
性
情
報
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
が
導
入

さ
れ
る
以
前
は
、
基
本
図
と
呼
ば
れ

る
５
千
分
の
１
の
紙
の
図
面
を
机
上

に
広
げ
、
職
員
が
森
林
調
査
簿
等
の

簿
冊
と
見
合
わ
せ
な
が
ら
伐
採
箇
所

等
の
検
討
・
抽
出
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
で
は
パ
ソ
コ
ン
上

で
の
様
々
な
検
索
が
可
能
に
な
り
、

速
や
か
に
必
要
な
情
報
を
拾
い
出
し
、

そ
れ
ら
と
突
き
合
わ
せ
て
検
討
す
る

こ
と
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
画
面
上
の
地
図
を
見
な

が
ら
の
林
小
班
の
選
択
や
、
林
齢
や

樹
種
、
伐
採
履
歴
等
を
条
件
付
け
し

て
任
意
検
索
機
能
等
を
駆
使
し
、
必

要
箇
所
の
抽
出
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
に
よ
り
、
施
業
計
画
の
作
成
の
ほ

か
、
森
林
施
業
や
路
網
整
備
、
災
害

調
査
等
の
様
々
な
業
務
に
お
い
て
効

果
的
・
効
率
的
な
実
行
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

３
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
の
連
携

国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
平
成
16
年
に
導

入
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
改
修
が

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
国

有
林
情
報
と
併
せ
て
民
有
林
の
情
報

（
図
面
や
所
有
形
態
等
）
を
表
示
し

た
り
、
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
こ
と
で
、
民
有
林
と
国
有
林
が
連

携
し
た
施
業
に
取
り
組
む
際
に
、
国
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進
化
す
る
国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ

計
画
課

紙による現況確認（ＧＩＳ導入前）

国有林ＧＩＳによる現況確認



有
林
に
隣
接
す
る
森
林
所
有
者
の
方
々

と
行
う
施
業
の
検
討
な
ど
に
役
立
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
業
界
で
も
活
用
が
広
が
っ

て
い
る
ド
ロ
ー
ン
（
無
人
航
空
機
）

に
よ
り
撮
影
し
た
高
精
細
な
画
像
を

オ
ル
ソ
画
像
※
に
変
換
し
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
に

取
り
込
む
こ
と
で
、
最
新
の
情
報
を

視
覚
的
に
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
よ
り
正
確
な
林
況
把
握
や
災

害
発
生
時
の
迅
速
な
状
況
確
認
等
が

可
能
と
な
り
、
様
々
な
業
務
に
活
用

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
と
の
連

携
に
よ
り
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
の
活
用
の
幅
が

広
が
り
、
よ
り
安
全
な
業
務
遂
行
や

省
力
化
、
山
地
災
害
対
応
に
も
貢
献

で
き
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

４

お
わ
り
に

近
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
技
術
革
新
に
よ

り
、
森
林
・
林
業
に
お
い
て
も
、
そ

の
技
術
を
森
林
情
報
の
把
握
や
事
業

の
効
率
的
な
実
施
に
活
用
す
る
取
組

が
進
ん
で
い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
に
お
い
て
も
、

国
有
林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
適
確

か
つ
効
率
的
な
森
林
情
報
の
把
握
に

努
め
、
国
有
林
の
適
切
な
管
理
経
営

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※
オ
ル
ソ
画
像
：
写
真
上
の
像
の
位
置
ズ
レ
を
な
く

し
、
空
中
か
ら
撮
影
し
た
写
真
を
、
地
図
と
同
じ

よ
う
に
真
上
か
ら
見
た
よ
う
な
傾
き
の
な
い
、
正

し
い
大
き
さ
と
位
置
に
表
示
さ
れ
る
画
像
に
変
換

し
た
も
の

「
バ
カ
」
い
っ
て
ん
じ
ゃ
ね
ぇ

バ
カ
マ
ツ
タ
ケ
（
食
）

（
キ
シ
メ

ジ

科
キ
シ
メ
ジ
属
）

９
月
中
旬
か
ら
９
月
下
旬
に
か
け
て
、
広

葉
樹
林
内
地
上
に
散
生
す
る
。

カ
サ
は
、
３
㎝
か
ら
８
㎝
で
、
黒
褐
色
の

繊
維
状
の
鱗
片
が
あ
り
、
ヒ
ダ
は
、
白
色
で

湾
生
す
る
。

柄
は
５
㎝
か
ら
８
㎝
で
白
色
の
地
に
茶
褐

色
の
鱗
片
が
あ
り
、
上
部
に
白
色
の
膜
質
の

ツ
バ
（
内
皮
膜
）
が
あ
る
が
、
早
落
生
で
あ

る
の
で
、
不
明
瞭
で
あ
る
。

マ
ツ
タ
ケ
臭
は
一
番
強
く
て
、
マ
ツ
タ
ケ

よ
り
臭
が
強
い
。

バ
カ
マ
ツ
タ
ケ
の
和
名
の
由
来
は
青
森
県

内
で
マ
ツ
タ
ケ
に
良
く
似
た
き
の
こ
が
、
雑

木
林
に
発
生
す
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
学
者

が
現
地
を
訪
れ
現
地
を
見
て
「
松
も
無
い
の

に
出
や
が
っ
て
、
こ
の
馬
鹿
が
」
と
言
っ
た

こ
と
か
ら
、
バ
カ
マ
ツ
タ
ケ
と
言
う
和
名
が

付
け
ら
れ
た
。

海
外
に
同
じ
き
の
こ
が
確
認
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
学

名
が
な
く
、
学
名
も

ト
リ
コ
ロ
ー
マ

バ

カ
マ
ツ
タ
ケ
と
言
う

学
名
が
付
け
ら
れ
た
。

学
名
の
ト
リ
コ
ロ
ー

マ
は
属
名
で
バ
カ
マ

ツ
タ
ケ
が
種
名
で
あ

る
。
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今
月
の
表
紙

磐
梯
山
の
隠
れ
た
名
所

「
イ
エ
ロ
ー
フ
ォ
ー
ル
（
裏
磐
梯
）
」

（
福
島
県
猪
苗
代
町
）

こ
の
滝
は
、
磐
梯
山
の
北
側
（
裏

磐
梯
）
に
あ
る
爆
裂
火
口
に
で
き
る

黄
色
い
氷
瀑
（
氷
の
滝
）
で
、
冬
の

厳
寒
期
に
し
か
現
れ
ま
せ
ん
。
噴
火

口
壁
か
ら
し
み
出
す
硫
黄
分
や
鉄
分

な
ど
を
含
ん
だ
水
が
、
少
し
ず
つ
、

幾
重
に
も
凍
っ
て
形
成
さ
れ
ま
す
。

イ
エ
ロ
ー
フ
ォ
ー
ル
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
太
陽
光
の
当
た
り
具
合
に
よ
っ

て
は
黄
金
に
輝
い
て
見
え
ま
す
。

高
さ
は
約
10
メ
ー
ト
ル
、
幅
は
約

８
メ
ー
ト
ル
で
、
黄
金
に
輝
く
造
形

美
は
圧
巻
で
す
。

見
頃
は
２
月
上
旬
か
ら
中
旬
ご
ろ

で
、
冬
に
し
か
見
ら
れ
な
い
滝
な
の

で
、
こ
れ
を
目
当
て
に
磐
梯
山
を
訪

れ
る
観
光
客
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

き
の
こ
特
集

ドローンによる画像撮影


